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１Ｃ２４

英国の研究評価 の分析（ ） 事例研究
 

○小林直人、滝沢航平、全 孝梨、安原幸司

日本学術振興会ロンドン研究連絡センター

要要旨旨

2021 年に行われた英国の研究評価 REF2021 では、研究成果であるアウトプットの件数も研究の波及効

果を示すインパクトの件数も前回（REF2014）より漸減しているが、これは成果の提出人数や提出すべき

件数の制限等が変化したことによるもので内容に大きな変化はない。一方で全体評価、アウトプット、イ

ンパクト、研究環境の評価はその指標（クォリティ・プロファイル）がそれぞれかなり向上している。こ

れは研究成果やインパクトの質の向上の結果ともいえるが、制度の変化に依存する場合も大きく、前回と

の単純な比較は困難である。本稿ではアウトプットおよびインパクトの事例紹介を行うことによって

REF2021 の特徴について考察する。 
 

 
全全体体のの傾傾向向ににつついいてて

研究力の評価指標として、各大学の

（Full Time Equivalent: 常勤換算）数と  
（Grade Point Average：その大学のクオリテ

ィ・プロファイルの 4*、3*、2*、1*の割合

（%）にそれぞれ 4、3、2、１を乗じ、それら

の和を 100 で割った値）の積を正規化した値

が使われたが、ここではある研究分野のその

大学の FTE 数と全体のクオリティ・プロフ

ァイルの 4*の割合を乗じた値をValueと定義

して、その比較を行うこととする。 
表１には、オックスフォード大学とケンブ

リッジ大学が、 の値でそれぞれが英国

内の 位または 位を占めた６研究分野にお

ける 数、4*の割合、Value の値を示す。こ

れを見ると、生物、数学、物理、化学などの

伝統的な分野では両大学（いわゆるオックスブ

リッジ）が未だに他大学をリードしていること

がわかる。なお、Value 値では５分野でオック

スフォード大学がケンブリッジ大学を凌駕し

ているが、それは全ての分野で前者の FTE 数

が後者のそれより多いことによる。研究のクォ

リティではオックスフォード大学がケンブリ

ッジ大学を凌駕しているのは数学、法学、英

語・英文学の３分野であり、逆に生物学、化学、

物理学ではケンブリッジ大学が凌駕している。

この傾向は REF2014 では、物理学分野のクォ

リティでオックスフォード大学が、法学の分野

のクォリティでケンブリッジ大学が凌駕して

いる以外は、全く同じ傾向である。その意味で

は両大学はよきライバルであるが、自然科学に

関してはケンブリッジ大学がややリードして

いると言えるかもしれない［1, 2］。 

表 1. 6 研究分野におけるオックスフォード大学とケ

ンブリッジ大学の FTE 数と全体の 4*の割合、両者

の積である Value の値。 
表す。 

表 2. 6 研究分野における、大学の FTE 数と全体の 4*指標

の割合、およびその積の Value 値。総合的な研究力では

上位にない大学が 1 位を占めている。 
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一方、総合的な研究力の上位に入らない大学が 位を占めている研究分野が全部で 分野ある。それら

を表 に示す。（なお表 および においてクオリティ・プロファイル の割合が 未満の大学は除

外している。）公衆衛生学分野で （ ：ロンド

ン衛生熱帯医学大学）、社会学分野でエセックス大学、スポーツ科学分野でラフバラ大学などがこれに該

当している。この 大学は と比べると特にクオリティ・プロファイル の割合が大きく上昇し

ている（ では → 、エセックス大学では → 、ラフバラ大学では → ）ことから、

各大学ともその研究分野での研究に戦略的に注力をしたことが推察される。

アアウウトトププッットトににつついいてて

表 には全分野で提出されたアウト

プットの形式の種類と件数、パネル 〜

の各メイン・パネルでの同様の件数を

示す。これによるとパネル （生命科学）

とパネル （理工学）ではほぼ ％が

論文の形式であるのに対して、パネル

（社会科学）は全体の約 が論文、約

％が著書である。またパネル （人文

科学）ではこの比率が逆転し、約 が

論文、約 ％が著書である。なお同分

野ではアウトプットの展示・公演も ％

の割合を示している。一例として芸術分

野での公演（ ）のアウトプ

ットとして に関連した成

果が全大学から 件示されている。

研究力に関して評価の高かった上位

４大学（オックスフォード大学、ケンブ

リッジ大学、 ユニバーシティ・カレ

ッジ・ロンドン 、エディンバラ大学に関

して、 つの研究分野（臨床医学と英語

学・英文学）における全体のプロファイルおよびアウトプット、インパクト、研究環境の各プロファイル

を調べてみた。その結果、臨床医学の分野ではケンブリッジ大学のアウトプットおよびインパクトは特に

高い卓越性を示している。因みにこ

の分野の 数は、オックスフォー

ド大学が で最も多く、次いで

ケンブリッジ大学が 、エディ

ンバラ大学が 、 が

と押し並べて高い数字を示しており、

各大学がこの分野に相当力を注いで

いることが分かる。一方、英語学・

英文学の分野ではエディンバラ大学

の成果が際立っている。特にこの分

野でオックスフォード大学、ケンブ

リッジ大学がそれぞれ 、

の 数を示しているのに対

して、同大学の 数は半分以下の

７であり、少数精鋭の様子がよく

窺える。

次に具体的なアウトプットの例を

紹介する。表 に「 （ 離脱）」

をキーワードとしてこれに関連した

論文の例を示す。関連した論文の総数

表4.提出されたアウトプットの形式。数字はアウトプットの件数。

アアウウトトププッットトのの
形形式式

全全体体
パパネネルルAA

((生生命命科科学学））
パパネネルルBB
（（理理工工学学））

パパネネルルCC
（（社社会会科科学学））

パパネネルルDD
（（人人文文科科学学））

論文 152,442 48,797 45,006 46.874 11,765

著書 28,726 38 132 9,374 19,182

制作物 400 0 2 3 395

展示・公演 1,140 0 1 9 1,130

ディジタル
制作物

542 3 3 30 506

その他の著書 1,067 69 25 411 562

その他 1,365 2 1 37 1,325

総提出件数 185,594 48,872 45,153 56,649 34,920

UoAの数 34 6 6 12 10

表 3. 提出されたアウトプットの形式。数字はアウトプ

ットの件数。 

表 大学から発表された「 」に関連した論文例。
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は 件あり、そのうち政治学および国際研究分野の論文数は 件であった。上記４大学からの論文数

が 件あり、それを表 に示す。この表は発表年の古いものから順に上から示してあるが、最初の論文

は が決定された翌年に発表されている。これらの論文タイトルを見ると 前後の国民や政府

の政治的対応に関する論文が多いが、最近ではさらに の効果や影響を検証した論文が多く出てい

る。なお政治学分野以外では、法律分野で 件、ビジネス分野で 件、経済学分野で 件の に

関する発表が見られた。

イインンパパククトトににつついいてて

インパクトは社会・経済・文化等にどのような便益をもたらしたかが評価の焦点になるが、提出された

インパクトがどのような効果や影響を及ぼしたか、そのインパクト・タイプと対応する件数を全分野およ

び４パネルのそれぞれで示したのが表

である。このインパクト・タイプのカ

テゴリーの分類は審査側でなされたも

のであり提出者の判断ではない。これ

を見ると全分野で最も大きな影響を及

ぼしたのが社会領域（全体の ）であ

り、続いて技術領域（同 ）、文化領

域（同 ）となる。ただし研究分野に

よって大きく異なり、パネル （生命科

学）では健康分野、パネル （理工学）

では技術分野、パネル （社会科学）で

は社会分野、パネル （人文科学）で

は文化分野の件数が最大となっている。

表 に示すのは「 」という

キーワードに関連した上記 大学のイ

ンパクトの事例 件である。英国では

年にグラスゴーで （第 回

気候変動枠組条約締約国会議）が開催さ

れたが、それに先立ち 年 月には

「グリーン産業革命」が、 年 月には「ネットゼロ戦略」が発表されるなど、英国の気候変動に対

する取り組みは欧州の中でも進んでいる。「 」というキーワードに関連したインパクト事例を調

べると、全体では 件あり、主要な

分野として工学分野 件、環境分野

件、地理学分野 件、化学分野

件、生物学分野 件、物理学分野 件

などがある。インパクト事例の提示で

はそのインパクトが達成されたこと

が明らかなエビデンスを必ず示さな

ければならない。表 を見ると工学系

のインパクトは経済やビジネスへの

効果が明らかであるが、それ以外では

政策や制度、国際協力への貢献などイ

ンパクトの影響は多様である。特に

行目のエディンバラ大学の“

Net Zero Emissions”はそのベースと

なる研究論文が 年に発表されて

おり、そのインパクトは 年まで

に温室効果ガス排出量をネットゼロ

（正味ゼロ）にすることを決めた

イインンパパククトトのの
タタイイププ

全全体体
パパネネルルAA

((生生命命科科学学））
パパネネルルBB
（（理理工工学学））

パパネネルルCC
（（社社会会科科学学））

パパネネルルDD
（（人人文文科科学学））

社会 2,469 316 169 1,356 628

技術 1,124 227 791 84 22

文化 940 5 24 95 816

健康 845 690 73 66 16

環境 464 129 169 152 14

経済 203 5 19 173 6

法律 171 21 10 125 15

政治 145 36 13 95 11

総提出件数 6,361 1,419 1,268 2,146 1,528

UoAの数 34 6 6 12 10

表 提出されたインパクトのタイプ。数字はインパク

トの件数。

表 6. 大学から発表された「Net Zero」に関連したイン

パクトの事例。 

大大学学 分分野野 タタイイトトルル 内内容容

1
オックス

フォード大学
環境

Assessing Routes toGreenhouse Gas
Removal: informing UK Government
Net Zero Targets & Actions

大気からの温室効果ガス除去（GGR）。
政府に2050年のネットゼロ目標を推
奨。GGRの国際的認識向上に貢献。

2
オックス

フォード大学
環境
技術

Reducing the risk of top seal
failure and leakage from
hydrocarbon accumulations or
carbon dioxide storage sites

地下貯留層からの炭化水素の漏出の
評価と抑制。主要国際企業探査プロ
セス投資を100万ポンド節約。

3
ケンブリッジ
大学 工学

Recycling inert gases in
manufacturing processes

シリコンウェーハ用の不活性ガス洗
浄・リサイクルデバイス開発。企業GR2L
は2017年以来620万ポンドの収益。

4 UCL 工学
Research into new maritime
structures and systems exploited
in novel designs

船舶設計改善研究。安全性、快適性、
安定性、性能向上。470万ユーロ相当
の合金と製造コストを節約。

5
エディンバラ
大学

環境

Detection of the human fingerprint
in observed climate change and
extremes underpins the Paris
agreement on climate change and
resulting policies worldwide

極端な気象イベントに対する人為的
影響の定量化。政府間パネル（IPCC）
報告への貢献。米国国立アカデミー
の2016年報告に影響。

6
エディンバラ
大学

環境

Supporting UN Paris Agreement
commitments by estimating global
terrestrial C fluxes from satellite data

世界陸域炭素フラックスを推定し、国
連パリ協定を支援。英国宇宙局開発
のCO2監視ビジネスに直接貢献。

7
エディンバラ
大学

環境
Carbon Capture and Storage
including Negative Emissions to
deliver UK Net Zero Emissions

炭素回収貯留（CCS）と負の排出（大
気からのCO2除去）。4つのCCS産業
クラスターを開発。持続的投資誘因。
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年の気候変動法（ ）改正に大きな影響を及ぼしたとされ、大きな成果と言えよう。

一方、基礎科学から発生したインパクトで特徴的な社会的インパクトを与えた例を紹介する。ケンブリ

ッジ大学から提出された成果で、研究分野は数理科学である。内容は有名な理論物理学者の

教授の研究から派生したもので、そのタイトルは“

（ブラックホールと初期宇宙 私

たちの宇宙に対する一般の人々の関心と理解を促進する）”である。申請内容は以下の通りである 。

教授は、英国の成人人口の に知られている彼の世代で最も有名な科学者の 人

である。彼は科学に対する一般の関心を刺激し、聴衆の基礎科学研究に対する理解を深めた。彼の公

開講演、書籍、出演したレビ、映画、ソーシャル・メディアは、あらゆる経歴の何百万人もの人々に

彼の研究に関する興味を抱かせ、宇宙の基本的な性質についての驚異と好奇心を刺激し、議論を引き

起こした。たとえば、彼の「 歳の誕生日のシンポジウム」は世界中で 万人以上が視聴した。

ホーキング博士の研究は、クリエイティブな分野の数多くの活動を支え、商業的パートナーシップの

基礎となった。 の期間中、彼の本は推定 万部を売り上げ、推定販売額は ポンド

を超え、 での彼の協力は少なくとも 人の雇用に繋がった。

のの効効果果

英国の大学にとって は大きなプレッシャーではあるが、どの大学もこれを戦略的に活用して、研究

助成資金の増加、研究成果の宣伝、学内の卓越研究の鼓舞、高い研究成果やインパクトの目標設定、など

を通して自大学の研究力の増強を図っている。特に は研究のインパクトの評価を入れるようにな

って 回目の研究評価であるが、そのために各大学は相当な工夫をしてきたようである。例えば では、

“ ”という特別なチームが作られている。

とは「専門的な知識を使用して情報等を選択、編成、及び提示すること」を指すが、このチームは

での 研究から生じるインパクトとなり得るものをモニターし、 のインパクト・ケーススタディへの

申請準備を支援している。また、そのための専門的な職員を常に確保するようにしており、大学としての

組織的なコミットメントが発揮されている 。

一方、研究者（マネジメント層を含む）側は一部で を積極的に研究水準の向上、研究収入向上等に

活用するという側面から評価する一方、研究の本来のあり方の面から批判する向きもある。その中での大

きな懸念は、「研究の新規性（ ）」や「研究の真正性（ ）」を阻害する効果である。

新規性に関しては、研究方向が研究成果の出やすいテーマに傾きがちになり挑戦的課題への取り組みが弱

くなるという点が大きいのであろう。一方真正性とは、主として研究コミュニテイから得られる信頼性を

指すが、それが短期的な成果を求められるために十分達成されないことを示しているのであろう 。

おおわわりりにに

本稿では のアウトプットおよびインパクトの事例研究を中心に紹介を行った。今回は、前回と

比べて全体、アウトプット、インパクトおよび研究環境の全てにおいて評価指標が格段に上昇したが、そ

の顕著な理由は必ずしも明確ではなかった。理由の一つとして前論文でも指摘したように、もちろん全体

水準の上昇は考えられるものの、一人当たりのアウトプット提出数およびインパクト提出数が減少したた

めに厳選した成果が提出されたことにもよると考えられる。一方、今回は「 」および「 」

という現在英国社会が直面する課題に対する論文およびインパクトを探ったが、質の高い学術論文や社会

への貢献がすでに確認されたことは注目に値する。このように の評価結果が公開されて検討・分析さ

れることにより、英国の研究のあり方についても議論が起こることは大きな効果であると考えられる。
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